
▶▶▶ 申請取次行政書士管理委員会より 

 

申請取次における適正な業務遂行を 

【 注意喚起 】 

令和３年８月１３日、食品工場で働いている外国人につき通訳業務を行っているとする虚偽の在留  

期間更新許可申請を行ったとして、出入国管理及び難民認定法違反の容疑で、東京会所属の行政書士 

が逮捕されたとの報道があり、日本行政書士会連合会会長より「会員逮捕に関する会長声明」がなさ 

れました。 

当神奈川県行政書士会においては、申請取次業務を行う会員に、ガイダンスや倫理研修を通じて 

申請取次業務の適正な遂行を指導してきているところですが、会員各位におかれましては、今一度 

申請取次申出時の「誓約書」記載の誓約事項を肝に銘じ、適正な業務遂行を心がけるよう、お願い 

致します。 

 

 

 

 


